
広 報 資 料                       平成２７年４月１５日 

（市 政・経 済 同 時） 

産  業  観  光  局 

 

 

(公財)京都文化交流コンベンションビューロー 

 

 

 

 

「ＭＩＣＥ誘致強化事業」における新たな助成金制度の創設等について 

 

京都市では，京都へのＭＩＣＥ（※マイス）の誘致，京都でのＭＩＣＥの開催について

主催者の皆様の御負担を軽減するため，公益財団法人京都文化交流コンベンションビュー

ローとともに，便利で使いやすい新たな助成金制度を創設し,４つの支援メニューを下記の

とおり用意しましたので，お知らせします。 

 

※ ＭＩＣＥとは 

  Ｍ（ミーティング）：企業のミーティング等 

  Ｉ（インセンティブ）：企業が従業員の表彰や研修などの目的で実施する旅行等 

  Ｃ（コンベンション）：国際団体，学会，協会等が主催する総会，学術会議等 

  Ｅ（イベント／エキシビジョン）：文化イベント,スポーツイベント,展示会,見本市 

 

本市では，平成２２年に，全国の自治体初となるＭＩＣＥに特化した戦略「京都市Ｍ

ＩＣＥ戦略」を策定して全国に先駆けてＭＩＣＥ誘致に取り組むとともに，平成２７年

１０月には，「世界があこがれる観光ＭＩＣＥ都市への更なる飛躍」を目指して，新たに

「京都市ＭＩＣＥ戦略２０２０」を策定し，更に積極的にＭＩＣＥ誘致に取り組んでい

ます。 

 

記 

１ 新たな助成金制度創設のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：観光ＭＩＣＥ推進室 

電話：７４６－２２５５ 

担当：ＭＩＣＥ課 

電話：２１２－４１４０ 

ポイント１ 50 名以上から支援対象 

これから市場拡大が期待される「企業ミーティング」や「インセンティブ・ツア

ー」に狙いを定めた，小中規模のＭＩＣＥ開催に対する助成金を新設 

ポイント２ 上限を 1,000 万に増額 
大規模コンベンションの開催支援助成金の上限額を「３００万円から１，０００

万円」に大幅増額。他都市と比較しても遜色のない水準に 

ポイント３ 支援対象を拡大 

国際会議に限らず国内学会等や，京都で開催される大規模な「同窓会」に対して

も助成枠を拡大 

ポイント４ 伝統産業製品の購入支援等を充実 

「京都市清酒の普及の促進に関する条例」の趣旨に沿った「鏡開き」の経費を助

成対象に加えるなど，京都ならではのＭＩＣＥ開催を応援 



 

２ 助成金制度における４つの支援メニュー 

 １
メニュー

 中・小規模ＭＩＣＥ開催支援助成金    新 規 

２
メニュー

 大規模国際コンベンション開催支援助成金 充 実 

３
メニュー

 大規模国際コンベンション誘致支援助成金 充 実 

４
メニュー

 京都らしいＭＩＣＥ開催支援助成金    充 実 

  ※各支援メニューの助成要件等の詳細は，別紙「各支援メニューの助成要件等の概要」

を御参照ください。 

 

３ 事業予算 

  京都市予算 ３，３５０万円（平成２７年度） 

 

４ 申請受付等 

  平成２７年４月１６日から(公財)京都文化交流コンベンションビューローで受付  

＜問合せ先＞ 

 公益財団法人 京都文化交流コンベンションビューロー（担当：MICE 課） 

電話：０７５－２１２－４１４０ （土日を除く 8:45～17:15） 

ＦＡＸ：０７５－２１２－４１２１ 

    E-mail：kyoto@hellokcb.or.jp 

〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル５階 

 



各支援メニューの助成要件等の概要 

支援メニュー 

 

助成要件 

① 中・小規模ＭＩＣＥ開催支援 

助成金 

② 大規模国際コンベンション開催

支援助成金 

③ 大規模国際コンベンション誘致

支援助成金 

④ 京都らしいＭＩＣＥ開催支援 

助成金 

種  類 

Ｍ 企業ミーティング等 

Ｉ インセンティブ･ツアー等 

Ｃ 学会，会議，総会，大会等 

Ｃ 学会，会議，総会，大会等 Ｃ 学会，会議，総会，大会等 

Ｍ 企業ミーティング等 

Ｉ インセンティブ･ツアー等 

Ｃ 学会，会議，総会，大会等 

同窓会
※３

大学同窓会，企業 OB 会等 

対象経費 Ｍ･Ｉ･Ｃ 会議等の開催に要する経費 Ｃ 会議等の開催に要する経費 

Ｃ 会議等の誘致活動に要する経費 

⑴ 広報宣伝費
 ※２

 

⑵ 印刷製本費 

⑶ 会場借上費 

⑷ キーパーソン等の招致経費 

 ⑸ その他特に必要と認める経費 

Ｍ･Ｉ･Ｃ･同窓会 会議等で京都らしさ

を演出し,参加者に｢ほんまもんの

京都｣の一端に触れていただく機

会の提供に要する以下の経費（⑴⑵

併用可） 

⑴  文化プログラム 

  式典やレセプション等における

舞，和太鼓，茶道，着物着付，   

鏡開き※４等の経費 

⑵ 伝統産業製品 

  参加者に対して配布（記念品等）

する伝統産業製品の購入経費
※４

 

助成金額上限 
小規模：Ｍ･Ｉ･Ｃ 20 万円 

中規模：Ｍ･Ｉ･Ｃ 50 万円 
Ｃ 1,000 万円

 ※１
 Ｃ 100万円 Ｍ･Ｉ･Ｃ･同窓会 30 万円 

会 期 等 Ｍ･Ｉ･Ｃ 2 日以上開催 Ｃ 3 日以上開催 Ｃ 3 日以上開催 Ｍ･Ｉ･Ｃ･同窓会 1 日以上開催 

参 加 人 数 

小規模：Ｍ･Ｉ･Ｃ 50 名～199 名 

中規模：Ｍ･Ｉ  200名～上限なし 

Ｃ    200名～499 名 

（海外参加者要件なし） 

Ｃ 3箇国以上かつ 500名～上限なし 

（うち海外参加者 100 名以上） 

Ｃ 3箇国以上かつ 500名～上限なし 

（うち海外参加者 100 名以上） 

Ｍ･Ｉ･Ｃ 30 名～上限なし 

同窓会
※３

100 名～上限なし(うち 

京都市外在住者 5割以上) 

備  考 

 

・ 新規 

 

※１ 充実（上限 300万円→1,000万円） 

 

※２ 充実（広報宣伝に係る企画提案書

作成費,打合せ経費等を対象に追加） 

※３ 充実（大規模な同窓会への助成

を新規対象に追加） 

※４ 充実（鏡開きの実施経費を対象

に追加等） 
 

別 紙 


